
を重ね合わせる「心的二重写し」も含まれる。

子どもの姿から必要となる働きかけを見極める

ことができなかった筆者にとって，学習者の視点

に立った佐伯の論から子どもたちの姿を分析する

ことは，教師の働きかけの変容につながりそうで

ある。授業において，「描かれたものを見る」読

みと「描き出してみる」読みがどのように現れて

くるのか分析することを通して，教師にはどのよ

うな役割が求められるのか示唆を得たい。

研究の方法

筆者が教職専門実習Ⅱで実践した国語科「くじ

らぐも」の授業を分析する。主題に迫るために，

以下の つの課題を設定する。第一に，学習者が

授業の中で，「描かれたものを見る」読みと「描

き出してみる」読みをどのように行っているのか

を分析する。第二に，学習者の姿から，教師には

どのような役割が求められるのかを分析する。

本研究の分析対象とした事例は，教職専門実習

Ⅱ 年 月 日～ 月 日）において，

山形県内 小学校 年生の教室で筆者が行った国

語科「くじらぐも」の授業である。授業は全 時

間実施した。単元構想にあたり， 年生が物語の

内容に集中できるように，シンプルな学習活動を

計画した。具体的には，ワークシートやノートに

自分の考えを記述する活動は行わず，音読を中心

とした授業を計画した。

表 主な学習内容

授業を行うにあたり，コの字型の座席配置を基

本とし，気になることや分からないことがあった

ら，隣の子と話せるようにした。 時間目の授業

の実態から， 時間目以降の授業計画を大幅に変

更した。音読を中心にするという主軸は変えず，

読み方を考える活動から，子どもたちに相談し，

本時で読みたいことを決め，音読をしたり，動作

を再現したりする活動に変更した。実践の内容変

更に伴い，机を寄せて，教室全体を使って授業を

行った。

２ 実践から

教師の想定と子どもの読みの姿のずれ

時間目。前時で子どもたちは，わくわくした

ところに線を引いている。線を引いてあるところ

を取り上げ，わくわくしたことが伝わるように音

読するようにした。まずは，テキストをしっかり

と読んでほしいと思った筆者は，線を引いた文を

取り上げ，繰り返し読む活動をした。しかし，読

ませれば読ませるほど，授業が停滞していくのを

感じた。授業が立ち行かなくなったとき，「おう

い。」と言う活動が始まった。最初の「おうい。」

は，力ない声であった。そこで筆者は，くじらの

場所に言及する。

エピソード
筆者は，「くじら，どこにいるの？」と問う。

子どもたちは，「空！」と即答した。ダイさんが
「空に向かっておうい。」と声を出した。リトさ
んは，「空，こっちだから。」と窓の方を指さして
いる。繰り返し「おうい。」と声に出す。する
と，ユアさんが，窓の方を見て「あそこにくじら
ぐもみたいなやついる。」と興奮気味に発言し
た。すぐに，リトさんとヒロさんが窓の方へ走っ
て確かめにいく。「あ，本当だ！くじらぐも！」
という声に，みんなが窓の方に集まってきた。
「うわ，いる！くじらぐも！」，「本当だ！本当
だ！」と大喜びした。筆者は，窓側に走っていく
子どもたちの姿に混乱するも，「じゃあ，あっち
に向かっていってみようか。」と提案した。すぐ
に誰かが「いっせーのーで。」と音頭を取り，「お
うい。」とみんなで言った。筆者は続けて，「そう
すると，くじらさんは何って返すの？」と問う。
子どもたちは，再び「おうい。」と声を出して言
ってみる。すると，リトさんが，「聞こえた，や
まびこさん！」と声を上げた。ユアさんは，「ゆ
うか先生，あそこにあります！ひれ！ひれ！」と
驚きの声を上げ，みんなが雲を観察し始めた。

ダイさんとリトさんを筆頭にし，窓側に向かっ

て「おうい。」と呼びかける活動が始まった。す

ると，ユアさんが，「あそこにくじらぐもみたい

なやついる。」と窓側へ走っていった。ユアさん

の声になびかれるようにリトさんやダイさんも走

っていった。みんなが窓側に集まってくる。ユア

さんは，登場人物のひとりになって，くものくじ

らと出会っている。他の子どもたちも「うわ，い

る！くじらぐも！」「本当だ！本当だ！」と登場

人物になって，窓から雲を見ている。リトさんは，

音楽で学習した「やまびこごっこ」とくじらに声

をかけて返答が戻ってくるという物語の状況を重

時
間

主な内容

「くじらぐも」の読み聞かせを聴く。

わくわくしたところに線を引き，全体で共有す
る。
「あのくじらはきっと，学校がすきなんだね。」と
「おうい。」の読み方を考える。

くじらと子どもたちが呼応する場面を読む。

くじらと子どもたちが呼応する場面を読む。

くじらに飛び乗る場面からくじらぐもと旅する場
面を読む。
くじらに飛び乗る場面からくじらぐもと別れる場
面を読む。

わくわくしたところを選び，音読発表をする。
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小学校 年生を対象に行った国語科の授業を「描かれたものを見る」と「描き出してみ

る」の視点で分析したところ，子どもたちの読みには，両者の順序はなく，混在している

ことを考慮した授業をデザインすることが必要であった。教師には，テキストのことばに

依拠しながら，自分なりの視点で物語の世界を構築できるように働きかけることが求めら

れていた。
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１ はじめに

 研究の主題

筆者は，子ども同士がやりとりをしながら，学

んでいくことに魅力を感じ，学び合う授業を目指

して実践してきた。具体的には，分からないこと

を抱えている子どもに対して「隣の人に聞いてみ

よう。」「○○さんの言いたいことは何かな。」と

子ども同士のつながりをつくる働きかけを行って

きた。教職専門実習Ⅰでは，第 学年算数科「合

同」の授業実践を行った。合同な図形の作図に苦

戦している子どもを目の前にした筆者は，「グル

ープの人にどうやって作図するのか聞いてみよ

う。」と他の子に援助を求めるように促した。し

かし，筆者の子ども同士をつなぐ働きかけは，理

解に結びつかなかった。何が必要であったのか考

えたときに，子ども同士の関わりばかり見ていて，

子どもと教科内容やテキストとのつながりをつく

る点に，働きかけることができていなかったので

はないだろうか。このような過程に基づいて，教

職専門実習Ⅱでは，国語科の授業において子ども

とテキストとのつながりをつくることに注目して

実践を行った。実践するにあたり参照したのは鳥

山 ， の実践である。鳥山実践の中でも，

音読を重視する，言葉に立ち止まらせる，登場人

物やものになってみる，の 点を重視して実践を

行った。読むということは，元来，イメージをつ

くることであり，イメージを重視した実践を行っ

た。実践をしてみると，子どもたちの読みを筆者

自身も面白いと思えたところと，どこか上手くい

かなかったところがあった。子どもの読む活動に

ついて再検討する必要がありそうだ。本研究にお

いては，子どもの読む活動を巡って，どんなつま

ずきがあったのか，それらを改善するために何が

一助となりそうなのか明らかにしてみたい。

 先行研究の検討

大村ら ）は，文章を読むこと自体がテキ

ストに関する心的表象をつくりあげることである

とする。つまり，読み手は，テキストを「読む」

という活動をしているとき，何らかのイメージを

つくっているということだ。「読む」ときにつく

られるイメージについて，佐伯 ）は，「描か

れたものを見る」読みによってつくられるイメー

ジと，「描き出してみる」読みによってつくられ

るイメージが異なっているとする。両者は相互に

関わり合っているとした上で，その違いについて

述べている。

・「描かれたものを見る」読みによってつくられ

るイメージ

「描かれたものを見る」読みとは，筆者の視点

に立ち， つ つのことばに対する感覚を研ぎ澄

ます読みである。つくられるイメージは，文章中

に指示されているものを具体的にするもので必然

性によって組み立てられたものである。

・「描きだしてみる」読みによってつくられるイ

メージ

「描き出してみる」読みとは，読み手が，登場

人物ひとりひとりの立場になってみることや時間

の巻き戻し，未来への延長など，自ら視点を移動

させ，新しい世界を構築していく読みである。つ

くられるイメージは「同じ世界の写し直し」と比

喩されており，読み手が新しくつくったものであ

る。物語の世界のイメージの上に，別のイメージ
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くるのか分析することを通して，教師にはどのよ
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き出してみる」読みをどのように行っているのか

を分析する。第二に，学習者の姿から，教師には
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本研究の分析対象とした事例は，教職専門実習

Ⅱ 年 月 日～ 月 日）において，

山形県内 小学校 年生の教室で筆者が行った国
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内容に集中できるように，シンプルな学習活動を

計画した。具体的には，ワークシートやノートに

自分の考えを記述する活動は行わず，音読を中心

とした授業を計画した。

表 主な学習内容

授業を行うにあたり，コの字型の座席配置を基

本とし，気になることや分からないことがあった

ら，隣の子と話せるようにした。 時間目の授業

の実態から， 時間目以降の授業計画を大幅に変

更した。音読を中心にするという主軸は変えず，

読み方を考える活動から，子どもたちに相談し，

本時で読みたいことを決め，音読をしたり，動作

を再現したりする活動に変更した。実践の内容変

更に伴い，机を寄せて，教室全体を使って授業を

行った。

２ 実践から

教師の想定と子どもの読みの姿のずれ

時間目。前時で子どもたちは，わくわくした

ところに線を引いている。線を引いてあるところ

を取り上げ，わくわくしたことが伝わるように音

読するようにした。まずは，テキストをしっかり

と読んでほしいと思った筆者は，線を引いた文を

取り上げ，繰り返し読む活動をした。しかし，読

ませれば読ませるほど，授業が停滞していくのを

感じた。授業が立ち行かなくなったとき，「おう

い。」と言う活動が始まった。最初の「おうい。」

は，力ない声であった。そこで筆者は，くじらの

場所に言及する。

エピソード
筆者は，「くじら，どこにいるの？」と問う。

子どもたちは，「空！」と即答した。ダイさんが
「空に向かっておうい。」と声を出した。リトさ
んは，「空，こっちだから。」と窓の方を指さして
いる。繰り返し「おうい。」と声に出す。する
と，ユアさんが，窓の方を見て「あそこにくじら
ぐもみたいなやついる。」と興奮気味に発言し
た。すぐに，リトさんとヒロさんが窓の方へ走っ
て確かめにいく。「あ，本当だ！くじらぐも！」
という声に，みんなが窓の方に集まってきた。
「うわ，いる！くじらぐも！」，「本当だ！本当
だ！」と大喜びした。筆者は，窓側に走っていく
子どもたちの姿に混乱するも，「じゃあ，あっち
に向かっていってみようか。」と提案した。すぐ
に誰かが「いっせーのーで。」と音頭を取り，「お
うい。」とみんなで言った。筆者は続けて，「そう
すると，くじらさんは何って返すの？」と問う。
子どもたちは，再び「おうい。」と声を出して言
ってみる。すると，リトさんが，「聞こえた，や
まびこさん！」と声を上げた。ユアさんは，「ゆ
うか先生，あそこにあります！ひれ！ひれ！」と
驚きの声を上げ，みんなが雲を観察し始めた。

ダイさんとリトさんを筆頭にし，窓側に向かっ

て「おうい。」と呼びかける活動が始まった。す

ると，ユアさんが，「あそこにくじらぐもみたい

なやついる。」と窓側へ走っていった。ユアさん

の声になびかれるようにリトさんやダイさんも走

っていった。みんなが窓側に集まってくる。ユア

さんは，登場人物のひとりになって，くものくじ

らと出会っている。他の子どもたちも「うわ，い

る！くじらぐも！」「本当だ！本当だ！」と登場

人物になって，窓から雲を見ている。リトさんは，

音楽で学習した「やまびこごっこ」とくじらに声

をかけて返答が戻ってくるという物語の状況を重

時
間

主な内容

「くじらぐも」の読み聞かせを聴く。

わくわくしたところに線を引き，全体で共有す
る。
「あのくじらはきっと，学校がすきなんだね。」と
「おうい。」の読み方を考える。

くじらと子どもたちが呼応する場面を読む。

くじらと子どもたちが呼応する場面を読む。

くじらに飛び乗る場面からくじらぐもと旅する場
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「描かれたものを見る」と「描き出してみる」

が混在する

時間目。くじらに飛び乗る場面の状況につい

て考える場面である。子どもたちからリクエスト

があり，くじらに飛び乗る場面をもう一度やって

みることになった。

エピソード
「昨日，天までとどけから，くじらの上で

遊んでいるところをやったよね。飛び乗ると
きに，何が吹くんだっけ？」と問う。それぞ
れが「風。」と答える。筆者は続けて，「この
風は，どんな風だと思う？」と訊く。ユアさ
んは，手をぐるぐると動かしながら「しゅー
んとか，こういう竜巻みたいな風。」と答え
る。コウさんは，からだを床に滑らせるよう
に動いて表現する。さらに，筆者が「強い
風？」と尋ねると，ユアさんは加えて「強い
風でどんどん下から風みたいなのがきてい
る。」と答えた。その後もやりとりは続いた。
中略）筆者は，「じゃあ，みんなで手をつな

いで乗って，わあーって乗ったら，乗ったと
きにどんな音がすると思う？」と問いかけ
た。子どもたちは思い思いに「ふわっ。」「ふ
わわわわ。」と言う。筆者は，「え，じゃあ，
みんな立って，ふわってやってみて。」と子ど
もたちに動いてみることを促した。子どもた
ちは，「ふわ。」といって優しくジャンプす
る。筆者は続けて「どすんの人はいないね。
ということは，優しく乗るんだよね。」と言
う。ダイさんは，「じゃないと，くじらがかわ
いそう。」，アサさんは，「くじらが下におぼれ
ちゃう。」と発言した。

テキストの中に「風が吹いた」という叙述があ

るが，ユアさんは，どのような風が吹いたのかを

竜巻みたいな風，風が下から吹いていると風の様

子を具体的に考えている。コウさんの風は，動作

をみると横から吹く風を表現しているようだった。

二人は物語で起きた風がどのようなものなのかを

自分なりに表現している。くじら乗ったときの音

については，子どもたちは「ふわっ。」「ふわわわ

わ。」とやわらかそうな音を連想していた。 時

間目の雑にくじらの模型に乗っていた姿からは想

像がつかないものだった。さらに，ダイさんとア

サさんは，くじらにどすんと乗ってしまったとき

にくじらがどうなってしまうのかまで考え始めて

いた。風に注目してどのような風なのか考える，

乗ることに注目して乗った瞬間の音について考え

たとき，ことばに立ち止まりながらも，どのよう

な状況であるのか，物語の世界にいたかのように，

ありありと表現していた。このとき，筆者は，子

どもたちの読みが面白いと感じられるようになっ

ていた。

３ おわりに

本研究においては，学習者が授業の中で「描か

れたものを見る」読みと「描き出してみる」読み

をどのように行っているのかを分析することで，

教師に求められる役割について示唆を得ることが

できた。筆者は，テキストを何度も読み， つ

つのことばを理解した先に，登場人物になってみ

る等の自ら視点を動かして読むことが実現される

と認識していた。実際の子どもたちは，登場人物

になって読み進めており，順序はなかった。段階

を追って，読み進めていく授業デザインは，子ど

もに馴染まなかった。両者に順序はなく，両者が

混在して行われていることを考慮した授業をデザ

インする必要があった。筆者は，子どもの様子か

ら授業計画を変更していった。しかし，子どもの

発言から，筆者自身がテキストを捉えなおすこと

はしておらず，子どもたちが読みたいところを読

む場をつくる，テキストに何度も立ち戻る機会を

つくるだけの対応となっていた。教師には，テキ

ストのことばに依拠しながら，自分なりの視点で

物語の世界を構築できるように働きかけることが

求められていた。

今回得たことを様々な教材で実践し，子どもた

ちとテキストをつなぐ働きかけとはどのようなも

のなのかについて，さらに考えていきたい。
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ね合わせている。ユアさんが，さらに，雲に言及

し，ひれがあると主張した。この出来事をきっか

けに，雲にひれがあるのか確かめている。子ども

たちは，登場人物になってみることで見えてくる

ものを見ようとしていた。しかし，筆者にとって

は，「あそこにくじらぐもみたいなやついる。」

「聞こえた，やまびこさん！」「あそこにありま

す！ひれ！ひれ！」という発言は，感動のないも

のであった。筆者の想定していた，読むことは，

つ つのことばに立ち止まることであった。例

えば，「大きなくじら」という叙述の「大きな」

とはどんなものなのか，子どもたちにとって大き

いものとは何なのか考えることであり，窓からく

じらのような雲を見つける，やまびこごっこを連

想する，実際に空に浮かんでいる雲に向かって

「おうい。」と呼びかけることは，テキストを読

むことになっていないという不安があった。筆者

は，まずは，テキストを何度も読む，ことばの意

味を考えた先に自分なりのイメージがつくられる

であろうという想定であった。実際の子どもたち

は，登場人物になってみたときに，見えてくるも

のを見ようとしていた。筆者は，子どもの読みの

姿から，読み方を考えさせるという想定に改善の

必要性を感じたので， 時間目以降の授業計画の

変更に踏み切った。

教師として何ができるのか探る

時間目以降は，授業序盤で，子どもたちに，

読みたいところを聞き，授業を進行していくこと

にした。物語をできるだけ再現できるようにする

ために，教室をグラウンドに見立てることした。

教室をグラウンドとしたときに，どこに子どもた

ちがいて，どこにくじらがいるといいか問いかけ

た。子どもたちは考えた末，机をすべて教室の端

に寄せた。教室中央にいる子どもたちは，くじら

を窓側にいる設定とした。くじらの場所には，台

を設定し，くじら役には，台に乗ってもらい，子

どもたちのいる場と高低差をつけている。 時間

目以降は，授業序盤で子どもたちが今日読みたい

ところを決めて読むことにした。子どもたちが読

みたいところは，「まわれ右。」「おうい。」「ここ

へおいでよう。」「天までとどけ，一，二，三。」

であった。 時間目はペアでくじらと子どもたち

が呼応する場面を読んだ。 時間目は，グループ

でくじら役，子ども役，先生役，ナレーションと

役割に分かれて， 時間目と同様の場面を読んだ。

読みたいところから読む試みをしているのにどこ

か上手くいっていない感覚があった。 時間目の

授業終盤やっとくじらに跳び乗る場面を読むこと

になった。子どもたちが全員乗れる大きさのくじ

らの模型を台に設置し，くじらの模型に飛び乗る

ことにした。しかし，子どもたちの姿は，叙述と

はかけ離れたものであった。風が吹いた後，手を

つないだままくものくじらに乗る叙述があるが，

風が吹いた瞬間に，子どもたちは，ばらばらにく

じらの模型に走り出し，雲に乗ったとは思えない

ほど，どすんと模型に乗っていた。筆者は，教科

書の挿絵をみるよう促したが改善されることはな

く，次時に活動は持ち越された。 時間目は，計

回のくじらに跳び乗る活動を行っている。エピ

ソードは， 回目を終えた後である。

エピソード
筆者は，一度，教科書に立ち返らせるため

に，黒板の前に子どもたちを集めた。拡大教
科書の手をつないでいる挿絵を指さし，「ね
え，ここ，どうなっている？」と問いかけ
た。すると，ユアさんが，「丸い輪が手を離し
ちゃって， 本の輪になっている。」と発言し
た。ユアさんの発言を受けて，教師も輪に加
わり，スローモーションでやってみた。筆者
は「ユアさん，どうなるといいの？」と尋ね
た。「丸い輪がどんどん切れて，それで，どん
どん乗っていく。」という発言に合わせて，子
どもたちが少しずつ動きだす。ダイさんが続
けて「風が吹いて・・・」というと，「ひゅー
ん。」と効果音が加わった。ユアさんは，動き
ながら「こういう感じ！こういう感じ！」と
声を上げた。一連の活動の後，全体に「これ
で乗れそう？」と訊くと，ユアさんは満足そ
うに「こういう感じ！」と発言した。アサさ
んもにっこりとした笑顔を浮かべて「こうい
う感じ！」と発言した。しかし，再度挑戦し
てみると，元のばらばらな姿に戻っていた。

子どもたちは登場人物のひとりひとりになって，

くじらに飛び乗ることを再現している。風が吹い

たときの効果音をつけながら，くじらの模型に乗

ろうとするが，手が離れてばらばらになってしま

う。ユアさんは，輪が切れて一列になってくじら

に飛び乗っていくと主張している。くじらに飛び

乗るまでに起こることを詳細に考えている。しか

し，ユアさんの発言をもとに，挑戦してみても，

誰かは手を離してしまい，ばらばらになる様子が

変わることはなかった。筆者は，何度も教科書を

見る機会をつくるが，改善には全くつながらなか

った。子どもたちが登場人物のひとりひとりにな

って物語を見ようとしているが，飛び乗る場面を

再現することはできなかった。

－ 270 －



「描かれたものを見る」と「描き出してみる」

が混在する

時間目。くじらに飛び乗る場面の状況につい
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があり，くじらに飛び乗る場面をもう一度やって

みることになった。
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遊んでいるところをやったよね。飛び乗ると
きに，何が吹くんだっけ？」と問う。それぞ
れが「風。」と答える。筆者は続けて，「この
風は，どんな風だと思う？」と訊く。ユアさ
んは，手をぐるぐると動かしながら「しゅー
んとか，こういう竜巻みたいな風。」と答え
る。コウさんは，からだを床に滑らせるよう
に動いて表現する。さらに，筆者が「強い
風？」と尋ねると，ユアさんは加えて「強い
風でどんどん下から風みたいなのがきてい
る。」と答えた。その後もやりとりは続いた。
中略）筆者は，「じゃあ，みんなで手をつな

いで乗って，わあーって乗ったら，乗ったと
きにどんな音がすると思う？」と問いかけ
た。子どもたちは思い思いに「ふわっ。」「ふ
わわわわ。」と言う。筆者は，「え，じゃあ，
みんな立って，ふわってやってみて。」と子ど
もたちに動いてみることを促した。子どもた
ちは，「ふわ。」といって優しくジャンプす
る。筆者は続けて「どすんの人はいないね。
ということは，優しく乗るんだよね。」と言
う。ダイさんは，「じゃないと，くじらがかわ
いそう。」，アサさんは，「くじらが下におぼれ
ちゃう。」と発言した。

テキストの中に「風が吹いた」という叙述があ

るが，ユアさんは，どのような風が吹いたのかを

竜巻みたいな風，風が下から吹いていると風の様

子を具体的に考えている。コウさんの風は，動作

をみると横から吹く風を表現しているようだった。

二人は物語で起きた風がどのようなものなのかを

自分なりに表現している。くじら乗ったときの音

については，子どもたちは「ふわっ。」「ふわわわ

わ。」とやわらかそうな音を連想していた。 時

間目の雑にくじらの模型に乗っていた姿からは想

像がつかないものだった。さらに，ダイさんとア

サさんは，くじらにどすんと乗ってしまったとき

にくじらがどうなってしまうのかまで考え始めて

いた。風に注目してどのような風なのか考える，

乗ることに注目して乗った瞬間の音について考え

たとき，ことばに立ち止まりながらも，どのよう

な状況であるのか，物語の世界にいたかのように，

ありありと表現していた。このとき，筆者は，子

どもたちの読みが面白いと感じられるようになっ

ていた。

３ おわりに

本研究においては，学習者が授業の中で「描か

れたものを見る」読みと「描き出してみる」読み

をどのように行っているのかを分析することで，

教師に求められる役割について示唆を得ることが

できた。筆者は，テキストを何度も読み， つ

つのことばを理解した先に，登場人物になってみ

る等の自ら視点を動かして読むことが実現される

と認識していた。実際の子どもたちは，登場人物

になって読み進めており，順序はなかった。段階

を追って，読み進めていく授業デザインは，子ど

もに馴染まなかった。両者に順序はなく，両者が

混在して行われていることを考慮した授業をデザ

インする必要があった。筆者は，子どもの様子か

ら授業計画を変更していった。しかし，子どもの

発言から，筆者自身がテキストを捉えなおすこと

はしておらず，子どもたちが読みたいところを読

む場をつくる，テキストに何度も立ち戻る機会を

つくるだけの対応となっていた。教師には，テキ

ストのことばに依拠しながら，自分なりの視点で

物語の世界を構築できるように働きかけることが

求められていた。

今回得たことを様々な教材で実践し，子どもた

ちとテキストをつなぐ働きかけとはどのようなも

のなのかについて，さらに考えていきたい。

引用文献

大村彰道・秋田喜代美・久野雅樹編 『文章

理解の心理学』，北大路書房．

佐伯胖 ）『分かり方の探求』，小学館．

鳥山敏子 ）『イメージをさぐる からだ・

ことば・イメージの授業』，太郎次郎社．

鳥山敏子 ）『からだがかわる 授業が変わ

る』，晩成書房．

The role of the teacher in a literature class that 
creates images 
Yuka TATEYAMA 

山形大学大学院教育実践研究科年報第 号

ね合わせている。ユアさんが，さらに，雲に言及

し，ひれがあると主張した。この出来事をきっか

けに，雲にひれがあるのか確かめている。子ども

たちは，登場人物になってみることで見えてくる

ものを見ようとしていた。しかし，筆者にとって

は，「あそこにくじらぐもみたいなやついる。」

「聞こえた，やまびこさん！」「あそこにありま

す！ひれ！ひれ！」という発言は，感動のないも

のであった。筆者の想定していた，読むことは，

つ つのことばに立ち止まることであった。例

えば，「大きなくじら」という叙述の「大きな」

とはどんなものなのか，子どもたちにとって大き

いものとは何なのか考えることであり，窓からく

じらのような雲を見つける，やまびこごっこを連

想する，実際に空に浮かんでいる雲に向かって

「おうい。」と呼びかけることは，テキストを読

むことになっていないという不安があった。筆者

は，まずは，テキストを何度も読む，ことばの意

味を考えた先に自分なりのイメージがつくられる

であろうという想定であった。実際の子どもたち

は，登場人物になってみたときに，見えてくるも

のを見ようとしていた。筆者は，子どもの読みの

姿から，読み方を考えさせるという想定に改善の

必要性を感じたので， 時間目以降の授業計画の

変更に踏み切った。

教師として何ができるのか探る

時間目以降は，授業序盤で，子どもたちに，

読みたいところを聞き，授業を進行していくこと

にした。物語をできるだけ再現できるようにする

ために，教室をグラウンドに見立てることした。

教室をグラウンドとしたときに，どこに子どもた

ちがいて，どこにくじらがいるといいか問いかけ

た。子どもたちは考えた末，机をすべて教室の端

に寄せた。教室中央にいる子どもたちは，くじら

を窓側にいる設定とした。くじらの場所には，台

を設定し，くじら役には，台に乗ってもらい，子

どもたちのいる場と高低差をつけている。 時間

目以降は，授業序盤で子どもたちが今日読みたい

ところを決めて読むことにした。子どもたちが読

みたいところは，「まわれ右。」「おうい。」「ここ

へおいでよう。」「天までとどけ，一，二，三。」

であった。 時間目はペアでくじらと子どもたち

が呼応する場面を読んだ。 時間目は，グループ

でくじら役，子ども役，先生役，ナレーションと

役割に分かれて， 時間目と同様の場面を読んだ。

読みたいところから読む試みをしているのにどこ

か上手くいっていない感覚があった。 時間目の

授業終盤やっとくじらに跳び乗る場面を読むこと

になった。子どもたちが全員乗れる大きさのくじ

らの模型を台に設置し，くじらの模型に飛び乗る

ことにした。しかし，子どもたちの姿は，叙述と

はかけ離れたものであった。風が吹いた後，手を

つないだままくものくじらに乗る叙述があるが，

風が吹いた瞬間に，子どもたちは，ばらばらにく

じらの模型に走り出し，雲に乗ったとは思えない

ほど，どすんと模型に乗っていた。筆者は，教科

書の挿絵をみるよう促したが改善されることはな

く，次時に活動は持ち越された。 時間目は，計

回のくじらに跳び乗る活動を行っている。エピ

ソードは， 回目を終えた後である。

エピソード
筆者は，一度，教科書に立ち返らせるため

に，黒板の前に子どもたちを集めた。拡大教
科書の手をつないでいる挿絵を指さし，「ね
え，ここ，どうなっている？」と問いかけ
た。すると，ユアさんが，「丸い輪が手を離し
ちゃって， 本の輪になっている。」と発言し
た。ユアさんの発言を受けて，教師も輪に加
わり，スローモーションでやってみた。筆者
は「ユアさん，どうなるといいの？」と尋ね
た。「丸い輪がどんどん切れて，それで，どん
どん乗っていく。」という発言に合わせて，子
どもたちが少しずつ動きだす。ダイさんが続
けて「風が吹いて・・・」というと，「ひゅー
ん。」と効果音が加わった。ユアさんは，動き
ながら「こういう感じ！こういう感じ！」と
声を上げた。一連の活動の後，全体に「これ
で乗れそう？」と訊くと，ユアさんは満足そ
うに「こういう感じ！」と発言した。アサさ
んもにっこりとした笑顔を浮かべて「こうい
う感じ！」と発言した。しかし，再度挑戦し
てみると，元のばらばらな姿に戻っていた。

子どもたちは登場人物のひとりひとりになって，

くじらに飛び乗ることを再現している。風が吹い

たときの効果音をつけながら，くじらの模型に乗

ろうとするが，手が離れてばらばらになってしま

う。ユアさんは，輪が切れて一列になってくじら

に飛び乗っていくと主張している。くじらに飛び

乗るまでに起こることを詳細に考えている。しか

し，ユアさんの発言をもとに，挑戦してみても，

誰かは手を離してしまい，ばらばらになる様子が

変わることはなかった。筆者は，何度も教科書を

見る機会をつくるが，改善には全くつながらなか

った。子どもたちが登場人物のひとりひとりにな

って物語を見ようとしているが，飛び乗る場面を

再現することはできなかった。
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